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総説特集　お い しさと健康 一9

口腔癌患者の ケ ア に お ける ロ腔感覚 ・摂食機能の 意義
＊

　　　　　　　　　　　一食べ る喜び と人生 に つ い て
一

　瀧旧　正 亮
＊ ＊ ・塚 口　雅

＊ ＊

（大阪府済生 会中津病院歯科口腔外科）

繍 療と肋 け治徽 を超 えて斷 し腸 合 の 終糊 医療 は 、文字ど齣 姓 の 重要娟 面をむ か える時

期 に お ける医療とな る が 、nve 感覚 ・摂 雌 能の 面か らは、「お い し さ感覚」 嗜 好性の 充足 か ら表出され

る陽橢 動 とポ ジ テ 、 ブ黼 榊 経触 学tw目関へ の 鵬 は大き い ・・ の 問題は
一』

方 で は1臥 の パ ー
ソ ナ リ

テ 、 の轣 とい 噸 点 か ら の 生 命倫理 （生の 「質」）の 領域に 醗 展する・， ・ 腔感覚 摂 食機能か ら導か れ

る 「お い し 撼 凱 食べ 嬉 びは、戯 占環腰 因鰭 雛 等の 個人差 に影響 を受け る もの の 癌 治欝 人

生 の 重要な時期に お ける医療を考え る 上 で も看過で きない こ とを、口腔癌症例 や患者ア ン ケ
ー ト調査 をもと

に 提示 し た、，

キ
ーワード ：お い し さ感覚 、味覚嗜好性、精神神経免疫学相 関、生命倫理 、高齢者医療

は じめに

　摂食機能 をは じ め 冂 の 機能が日常生活や人生を考

える ヒで どれ ほ ど重要な役割
11，
を もつ もの で あ る か

は、臨床医の 立場 か らも常に 念頭 にお き患者の パ ー

ソ ナ リテ ィ を尊重 す る医療に尽力 しなければならな

い 。これまで の 味覚研究や おい し さへ の探究は動物

や健常人を対象と し た行動神経学的研究やマ
ーケ テ ィ

ン グもか らめ た感性工 学的手法に よるもの が盛ん に

展 開 されて きたが、眛覚 ・お い し さ感覚 は情動表出

に も強 く関与 し精神神経免疫学的相関
2）
を有する可

能性が大 きい こ とか ら、高齢者や癌患者の 医療の 面

で もその 臨床応用へ の 期待は強い ，臨床例 （悪性腫

瘍患者）
；．SI

や ア ン ケ ー一ト調 査
t）1
等をもとに 、癌 の 治

療経過や限 られた生命予後 を考 え る う え で もな お 冂

腔感覚 ・摂食機能の 意義が 大 き い こ とを提示 した い c

1．味覚 ・お い し さ感覚 と精神神経免疫学

　　的相 関 ・ サ イ コ オ ン コ ロ ジー （精神腫

　　瘍学）
21，

　「お い し い 」 と は 口 腔感 覚 に 連動 し て 脳神経系の

生理学 的活動が あ っ て 初 め て 意識 され る 生命現 象
1：

で あ り、し か も 「お い し い 」 は快 （陽性）情動の表

出で ある こ とか ら、ポ ジテ ィ ブ な精神神経 免疫学的

相関
2：1

に つ なが る はずで あ る。
一
杯の カ ル ピス に よ

り昧覚嗜好性の 充足 とお い し さの体得 によ り、餓死

・亅
’
前の 重 篤な感染症 （チ フ ス ）に 罹 患 し た兵十 を回

復 させ た事例の 記載
1［’／

は 、こ の精神神経免疫学的相

関
1〕
に よ る もの と考 え られ興味深 い 。　

一
方、Fox

’i／
は

癌の治療経過 に 影響 を及ぼす精神社会学的要因リ ス

トを挙げて い るが 、見方 を変 え れば な か で も失業、

家族 との 死別、孤独、長期入院に よるうつ 状態等は

食に 関す る環境条件と して、お い し さ感覚へ の 大 き

な障害要因で もあ る こ とが 注目され る tt こ れ に 関連

す るわれわれ の 臨床経験例 と して 、口 腔癌両側性頸

部 リン パ 節転移例 の 予後は不良とされ て い る な か で 、

初回治療で 原発巣は と もに制御 され た が 、両側性 に

頸部転移を起 こ し た もの の 生 存期間 に差の み られ た

2 例の 口腔扁平上皮癌例 （症例 1 ：術後 6 ヵ 月で 死

の 転帰、症例 2 ：術後 5 年以上生存）があ る
1
  予

後 因子 で は優位 と思 われ た症例1に は精神社 会学 的

な負の 要因 （ラ イ フ イ ベ ン ト〉が強 く、特に 夫 との

＊
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瀧田 ・
塚 口

死別、単身生活 ・孤食、食事が 「お い し くな い 」な

どの陰性 の 情動面が 顕著に表れ て い た。症例 2 で は

妻 は健在 、家族の 理解 と支援が 充分に得 られて お り、
家族 と食事をする こ と が で きる等、全 く対照的で あ

り、癌の 生物統計 を論ずる場合の精神神経免疫学的

相関 ・サ イ コ オ ン コ ロ ジ ーコ1
に は 「食」に関連 し た

情動評価も重要で あ る こ と が 示 され る tt

　こ の 問題 は EBM （E・iden・c −B ・・ed 　M 、di。i。，〉を考
え る場合に も重要で ある、、すなわち臨床研究で は大
規模研究 に よ っ て 得 られ る エ ビ デ ン ス ば か りが強調

され る傾向にあ る が、患者 の 背景と特性や医師の 技

量 も重要な要素で あ る こ と が指摘 されてお り
Lコ1
、陽

性情動を表出 させ うる 「食環境」、「お い し さ」感覚

や嗜好性の 充足は患者 の パ ー
ソ ナ リテ ィ や精神社会

学的な要因
【1
乏 して も重要 な 患 者背景 ・特性に属す

る こ と に なる。こ の 領域に おけ る研究手法 と し て 類

型の 水準で は F位 に 位置す る
19／

が、患者 の 背景や特

性を十分 に 評価 ・
検討 で きるケ

ー
ス レ ポー

ト （症例

報告）の 有用性が こ の 点 に あ る。

2．症例一覧
3−B ／’　一

口 腔感覚 ・摂食機能重視

　　が癌の 治療経過 に ポジテ ィ ブな影響 を

　　及ぼ したと考え られる例

　こ れ ら症例 （表 1）の 注目 し た い 共通点は、生来

的と も思われる経 口 摂取 （食べ る こ と）へ の 意欲が

強 い こ と、特に うま味成 分 へ の 嗜好性が強くその 摂

表 且

製藹：噸
覚 囎 齷 弸 の 治療・ よ・ポ ジテ ・ プな 鰰 欟 疫学 的相関・得 … た考・

＿症例

1　（83歳F）
’．

2 （52歳M ｝
”

3 （78歳M ）
「．．

4　（83歳F）
／1

5　（80歳F｝
s／

6　（85歳F）
HI

7　（7B歳F）
呂1

8 （60歳M ）
’．

9 （7S歳F）

10　（S2歳M ）
“

　 　 　 病 　 態

頬粘膜 癌終末期

進行 食道癌 凵 腔転 移
化学療法 に よ るll腔
感覚機能保持

下顎歯 肉癌終末期
パ ー

キ ン ソ ン 病 ｛Yah ］　 IV）
老 人性痴呆 ・寝 た き り

下顎歯肉癌 〔T2NOMO ）
心 筋梗塞既 往ため

外来に て 内服 （UFr
．
  治療

下顎歯肉癌 〔T2NOMO ）

不安神 経症の た め 化 学
療法選 択

［ 腔異時性 多発癌

（歯肉 ・舌 ・
口 蓋 ｝

歯肉
・
舌癌 ：再発 （一〕

口 蓋腫瘍：観察

（生 存期間 ：4 年 10 ヵ 月 ）

軟 口蓋 癌 （病期IV）
妻の 介護の た め 人 院困難
内服 （UFr   治療

舌癌　〔病期IV）　術後

終 牛．気管 力 ニ
ュ
ー

レ
・

経 管栄養

6 年・日1二昌市り畠重複発勹二

頬粘 膜癌進 行 則
統 合 失調症 〔既 往）

下 顎 骨 病的骨折

（放9寸
尸
　生”

NU　 死

注 目 され る 背景　特性
経 口摂取意 欲大

うま味嗜好性大

経口 摂 取意欲大

在宅療 養

嫁 族の 援跏

味覚性快情動 の表 出
家族 の 援助大

食事 が 　「お い しい 」

う ま味（味噌汁等 ）嗜好

家族の 援助 大

家族の 援助 大

（特に 食事 面）

家族の 支 え大

経 口 摂取 を優先

味覚性快情 動 重 視

摂食 へ の 意欲大
家族 関係密接

予期悲嘆小

経 管栄養 〔嗜 好性保持）
うま味 成 分 や ビール の 注 人

「食 べ たい 一1意 欲 嗜 好性 ）大
家族の 援助 大

摂 食 ・味 覚性快．
「青動の 高揚

家族 の 爰助 大

精神神経　疫学的相関
精 神症 状軽 度
癌 性疼痛軽 度

癌性疼痛軽度

牛．存期間の 延長

癌性疼痛 （一）

生 存期 間 の 延長

長 期不変
．
（3年）

ADL 保持

長期著 効維 持 （3 年）

癌性疼痛 （
一）

癌末期 症 状 〔一♪

進行緩除 （1年間 外来 通 院｝
癌
・
「牛疼痛 （一）

舌 癌 冉発 （一〕

生、活意欲牽隹持

精 神心 理 面で 安定

癌性疼痛の 緩 租 オ ピオ イ ド

減量 （60mg →20　mg ！H ）
ADL 終 末期後期 まで 保持

保存療法 で 治癒

各症 例 で み ら れ た 梢神神経 鰒 学醐 関 （ポ ジ テ ・ ブ ｝ は 、欄 詔 ・
纖 則 との 上暾 か ら言慚 ・推定 し た tt

ADL ：Activitjes　of 　Daily　Living （日常生 活動作 l
TNM ’り1弸 纐 は UICC （1987年）纐 ・治劇 果 1碇 （・）1頬 顛 部 軸 扱い 規約 q991年 日 本蝋 樋 瘍学 簫 ）に よる c

症例 3、症 例 ア、症 例 9は 進 行期 ま た は 終 末期で 紹介 を受け た t．
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凵腔癌患者の ケ ア に おける口 腔感覚 ・摂食機能の 意義

取に よる充足感が 大 きい 、そ して 家族 関係が密接で

家族 の 理 解 と援助 が 大 き い 、等で あ る 、 症例群を冂

腔感覚 ・摂食機能か ら導か れる陽性情動
・
精神神経

免疫学的相関
コ／

の 観点か ら分類
・
整理す ると、  腫

瘍 に対す る化学療法効果が通常想定 される 以 Eに得

ら れ た と 考 え られ る例 （症例 2、症例 3、症例 4、

症例 5、症例 7）、  癌性疼痛の 緩和 （オビオイ ド未

使用で コ ン トロ ー
ル また はオ ビ オイ ドの 減量が可能

で あ っ た〉に影響し た と思われる例 （症例 1、症例

2、症例 3、症例 7）、  癌終末期に お ける急変が な

く、悲惨な末期症状 が 同避で きたと思われる例 （症

例 1、疣例 2、症例 3．症例 6、症例 7、症例 9）と

なる。  に類似 した症例、すな わち高齢等 の た め 根

治 的治療が適応 で きず経口抗腫瘍剤を主と し た 治療

に より、著効が み られ た例 は 口 腔癌を含む消化器癌

で も散見 さ れ
1K．17〕、な か に はわれ われ が提示 し た症

例同様に患者の 「食べ る こ とへ の 喜び」が 生来的 に

強 か っ たとい う記載が み られ る
15
に とは注 目される、，

一
つ の 期待 と して 、根治 的手術や 放射線治療の 適応

が難 し い 高齢 の 患者 に対して は、最近開発が進ん で

い る経［抗腫瘍剤が外来通院可能な治療薬で あ る こ

と、口腔感覚 ・摂食機能を損 なわな い 治療で あ る こ

と、等 か ら味覚 ・おい し さ感覚か らの 陽性情動の 表

出 ・精神神経 免疫学 的相関
ユ’

を目指 し た 治療 へ の 可

能性が高まる、，

　口腔感覚 ・摂食機能はパ ー
ソ ナ リテ ィの 形成に関

与 す る こ とか ら、生 命倫理 の な か で も知能 、知覚

（感覚）、白己認識、意志等の 人格をもつ 人 間として

の 生 、生 の 「質」噌 二関する領域で の 研究対 象 とな

る、、痴呆 、脳硬塞 や パ ー
キ ン ソ ン病、統合失調症な

ど神経疾患や精神神経疾患 （E位脳 に障害）を有す

る患者 （症例 3、症 例 9）で も、お い しさの 判断に

関与する ド位脳幹部機能
1”1

が維持 され て い れ ば味覚

性顔面反応
：°」か ら、お い し さ感覚 ・陽性情動 は ト分

に観察 され、こ れ らを重視 し た 治療は 人 間尊重
・
生

の 「質 1 に関する生 命倫理 の 立場 か ら も看過 で き な

い はずで ある．こ の 領域に 関 して 、さ らに 消化管化

学感覚 （消化管昧鴬機能）の情動表出に 作用す る可

能性 （症例 8）
1：
に も視点 を拡大 し た い 。こ の 可 能性

は ラ ッ トに つ い て肝臓　門脈領域に お ける各種 味質

に対する セ ン サ ー
の 存在 を明 ら か に し た Niijin］a ら

の 一
連 の 論文

Zd．2気1
か ら も裏付 け さ れ る．味質 に 対 す

る情報は迷走神経 を経由する自律神経反射の 入力と

して だ けで な く陽性情動の 表出やポ ジ テ ィ ブな精神

神経 免疫学的相関
’”

を導 び い て い る とい う 可能性は 、

経管栄養に お い て も嗜好性に 関連 したパ ー
ソ ナ リテ ィ

の 尊：重 と い う生命倫理 （生 の 「質」）
LS）O 面 か らも重

要な生理機能を示すこ と に な る n 本邦の 医療 で 管理

の容易さか ら頻用 され て い る中心静脈栄養法へ の 警

告が、化学感覚 に 関す る 基礎的研究 並 び に 生 命倫理

の面か らも発せ られ る、、

　 提示 した症例に は う ま味成分に 対する嗜好性 が 多

く見 ら れ て い る こ と か ら、基本昧の 一
つ と し て の う

ま味 ・うま味成 分の 意義 に つ い て 、癌治療の 立 場 か

ら考えてみた い 、、うま味 は好 ま しい情感を生 じ させ

る昧刺激で あり、休内の 栄 養状態 に よりその 嗜好性

に差が み られる こ と や体内要求性に うま味成分に対

す る嗜好性が 選択的に増加する こ と、うま昧な どの

嗜好性 の ある食べ 物 を咀嚼 ・嚥下する こ と に よる消

化酵素の 分泌増加 （咀嚼 の 脳相）等、神経生理学や

行動学的実験 に よ り明確に され てきた特性
14）
は癌 ・

終末期医療を考 え る ヒで も共有 ・応用すべ き重要な

研究成果で あ る 。 今 ．一
つ 注目すべ きは、うま味成分

の 摂取 は 感情 に 関係する 脳内神経伝達物質 の 生成 に

必要 な必須 ア ミ ノ 酸の 効率的摂取に つ な が る点で あ

り、癌患者特 有の 不安症状や抑う つ 等の精神症状 に

対する コ ン トロ ー
ル へ の 期待 が高 まる。事実経口 で

あれ、経管で あ れ 、う ま味成分 へ の 嗜好性が強 く摂

取量 の 多い 患者に は精神症状が少な い こ とをわれわ

れ は 経験 して い る、、

　　
・
方で は、ヒ トの 化学感覚 か ら表出される惜動 ・

「お い し さ感覚」に は 時代背景や 生育歴 ・生育環境、

あ る い は身近な食環境等、い っ し ょ に食事をする相

手 に よっ て も影響を受ける こ とに 留意 し なければな

らない
1）、症例 覧 で も、在宅 ・外来通院で の 症例

が 含ま れ て お り、家族 との 結び付き が強い こ とな ど、

「誰 （家族）と、どの よ うな環境」で 、食事をする

か も重要な要素と して看過 で きない 、こ の 問題は前

回 の うま昧研究会公開 シ ン ポ ジ ウ ム で も取 り Lげら

れ て い だ 51
。 白験例で も在宅療養 （独居）中で 疼痛

と食欲不振 に 悩 む 自殺企画の 高齢 （80 歳〉下顎 歯

肉腔癌 （下顎骨病的骨折併発）患者が ホ ス ピス へ の

入院に よ り，同室者との 交 わ りの な か で 生 き る意欲

を取 り戻 し 、近親者の 差し入 れ の だ しの き い た茶わ

ん蒸 しをお い し さに 感銘 し涙 を流 し て摂取 された 嚢

例 が あ り、こ の 領域の 奥深 さが 示 され る。

　と こ ろ で 、抗腫瘍剤 の 副作 用 と して 口 腔感覚 ・味

覚異常 を起 こ す こ と が あ る が 、経 口 剤 と し て 口 腔癌

に対 して も適応頻度 の 高 い 5−Fu 製剤 もそ の リ ス ト

に 挙 げ ら れ て い る
二e’、、5−Fu 製剤 に よる味覚障害は、
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他の消化器系障害 （食欲不振 、悪心 、［1内炎等）も

伴 う こ とが多い こ とか ら、消 化器系 の 副作用 と の 関

連性 が考 えられて い る
211
が、症 例

一
覧 で 示 したよ う

に 、UFT  

の 高齢 者の 長期投 与例 で も　（最高 3 年以

ヒ）、昧覚異常を訴 えた 例は な い 。薬剤の 主作用
・

副作用 や薬理 学的な体内動態 を考え る 上 で も凵腔感

覚機能が い か に発揮されて い る か と い う生理学的問

題とともに 、生育歴 ・生育環境、家族環境等、も看

過で きな い 要 因と思われる。大規模研究では看過 さ

れやす い 要因 も個 々 の 症例 に 応 じ て 評価
・
検討 が 必

要と 思われるtt

3． 「食べ る喜び と人生 に つ い て 」一患 者

　　ア ンケ
ー ト調査

9）
よ り

　 こ の ア ン ケ
ー

ト調査 は、名古屋市都心部 に位置 し

昭和 39 年開設 の 歯科 医院受診患者 を対象 （109名）

と し て 、終末期医療に 関する ア ン ケ ート調査 の な か

の
一項 目 と し て 、コ メ ン トを求め た もの で あ る 。

109 名 （男性 74 名、女性 35 名） の 対 象者 の 平均年

齢 は 60．3 ± 12、】（SD ）歳 　（80 歳 代 5 名 を 含 み 、

50〜70 歳代 で 全体 の 83％ を占め る）、42 ％ の 患者

に 既往疾患がみ られ うち 5 名 は 悪性腫 瘍の治療歴 が

ある。年齢分布が 高齢者に シ フ トした 地域の 歯科医

院受診患者 （義粛装着率 70 ％ ） を対象 と し た もの

で あ る が 、「食べ ら れ な くな れ ば人生終 わ り」、「食

べ る喜び は最後の特権」、「食＝生 きる こ と」等、食

べ る喜び の 人生 に おけ る根 源的意義 を示唆する コ メ

ン トが、患者各人 の 人生観 に基づ い て詳細に記述 さ

れ て い た こ とに 感銘を受けた 。高齢者で は 食べ る こ

とへ の 喜びが若年〜中年層が 考え る よ りもはるか に

大き い こ と、人生 を論ずる場合に も、口 ・顎 の 機能 、

口腔感覚 ・摂食機能が どれほど重要視 され て い るか

が ア ン ケ ート調査 か ら読み取れ る こ と が で き る 。高

齢者を対 象と した Shiffmanらの 調査研究か ら も嗜

好性の ある味覚刺激 は 免疫機能 を高め る （精神神経

免疫的相関）こ と が示 され て お り
1SI
、高齢者 で は 口

腔感覚 ・摂食機能 か ら導 か れ る 精 神神経 免疫学的相

関
二）
が 若年〜中年層よ りも相対的 に 大 きくなる とす

れば、前述 した 口 腔 ・消化器癌 に 対する機能保存療

法と し て の 経口抗腫瘍剤の 単独効果
IS．‘’，1

が高齢 者 で

は 高ま る可能性 が 、こ の 点 か らも示唆さ れ る。

　他方で は 、飽食の 日本人、食性 ・モ ラ ル の 低下等 、

環境 や 道徳問題 に 波 及 し た コ メ ン ト も沖凵 され た。

本邦国民 の 飽食の 食環境に関する モ ラ ル の 低 ドを危

惧する コ メ ン トは、グ ロ
ーバ ル な観点か ら の食糧化

学と道徳 ・生命倫理 と の接点を示唆するもの で あ る。

患 者の コ メ ン トに 傾聴 し道徳的問題思 考を共有す る

こ とも、臨床研究 者の 資質 の
一

つ と考えられる。

4． 「食べ る喜び」一医療 の 場 で患者が訴 え

　　る もの

　2例の 高齢者の例を挙げた い 。2 例と も高齢者の

顎関節脱臼例で ある が 症例 1 （83歳 ・女性）は脳梗

塞 の た め他院神経内科 に 入 院中に 顎関節脱臼を起 こ

すも対応困難 で 、当院へ 転院の う え 全身麻酔下 で徒

手整復を行な っ た （脱臼放置推定期間約 3．5 ヵ 月）。

以後在宅療養を勧め 、「食」 へ の 嗜好性を尊重 し 家

族とともに 食事をとる生活形態 に 移行 する こ とに よ

り再脱臼 は み られな い 。整復後下顎運動 が、そ し て

義歯の 装着に より咀嚼運動が 可能と な り顔面表情か

らも陽性情動の表出が うか が われ る 〔図 1−A 凡 症

例 2 （9 【歳 ・女性）は老 人性痴呆 ・パ ー
キ ン ソ ン 病

を有 し膀胱結石 ・膀胱 炎 に て 他院外科 に 入院中 に 顎

関節脱臼 を発症 し、頻回 に 脱臼する た め対応困難 と

の こ とで 当科 に 紹介さ れる。転院時の顔面は無表情

の ままで言語コ ミュ ニ ケ ーシ ョ ン は全 く困難 で 、包

帯固定に よ る開口制限が施 され て お り、膀胱 バ ル
ー

ン と胃管が挿入 され、自己抜去防止 の た め に両腕が

ベ ル ト固定 されてい た。口 腔内は歯垢 ・歯石 の 沈着

が著 し く衛生状態は不良の まま放置されて い た の で、

饑
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図 1 高齢患者の顎関節脱臼。

　83歳女性例 （A ）：お い し さ感覚を重視 した治療と

義函の 装着 に より整復後 の 再脱臼 は な い 。整復後 の

顔面表情の 明 る さか ら、食べ る喜 び の 大 き さ が 示 さ

れ る （写真 左 ：脱臼時）。91 歳女性例 （B）：頻回 に 脱

臼を起 こ して い た が 、口 腔処置 と 経 口 摂取 の 再開 に

よ り脱臼 は 起 こ ら な い 。自力で 歯ブ ラ シ 動作 が で き

て い る、、お い し く食べ る喜び は 自己管理 の モ チ ベ ー

シ ョ ン で もある／．
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　　　　 口腔癌患者の ケ ア に おける冂 腔感覚
・
摂食機能の 意義

口 腔処置 により衛生状態 を回復 させ 、お 茶な どの経

口 摂取 か ら徐 々 に 開始 し た と こ ろ 2 〜3 日 目頃か ら

顔面表情 は穏や か に なり、再脱臼 な く開 凵制限解除

（最 ，k開 口 量 ：28　mm ） と両腕の 固定 を解除 し、次

い で 胃管を抜去、粥食の摂取が可能となり（20 凵目）、

顔面表情は さらに穏や か に な り言語 コ ミ ュ
ニ ケ

ー
シ ョ

ン も僅かなが ら可能 とな っ た。写真は rI腔衛生指導

によ り歯ブ ラ シ を自力で 行 な っ て い ると こ ろを示す

（図 1−B ＞c、本邦び）高齢者医療で は、安全管理 を優先

するあま り口腔感覚 ・摂食機能 の 意義
一「食べ る喜

び」を軽視する こ とへ の 警鐘 を、こ の 2例 は示 して

い る。臨床医 は患者 の 顔面表情 か ら医療 の質を評価

しつ つ 、治療に フ ず
一ドバ ッ ク し な け れば な らな い

こ とを、この 2 例の 患者は無言で訴え て い る 。

お わ りに

　癌患者 ケ ア に おけ る 日 腔感覚 ・摂食機能に つ い て 、

患者 ア ン ケ ー 1・調査に よる食べ る喜び と 人生と い う

観点もか らめ 、口腔癌例を対象と し た僅か ながらの

臨床経験例を もとに述べ た、，結局は 口 の 働 きと人生、

そ の 人生 の 重要 な時期 で あ る か らこ そ、癌治療 に お

ける口 腔感覚 ・摂食機能 の 意義を強 く提示 した い と

考 え た L しか し、一方で は こ れ ら の機能は人生 をと

お し て よ り個性を帯び て くる もの で あ り、その 人 の

人生の 在 り方に 左右 ・帰属 され る もの で は な い だろ

うか ．サ イ コ オ ン コ ロ ジ
ー （精神腫 瘍学）

コ）
が
一

学

問体系と して確立 され、癌治療 ・終末期医療に応用

されつ つ あるが 、癌治療の場 に お い て も陽性情動に

連結する味覚 ・お い し さ感覚 へ の探究 は、人間尊重 ・

生 命倫理 （生 の 「質」）の 立場か らも重要で ある こ

とを強調 し た。

註

　「精神神経免疫学相関」 ：情動は扁桃体 → 視床 ド部

を起点 と し て 自律神経系 あ る い は 神経内 分泌系 の 活

動 を亢進 し、免疫系に も影響 を及ぼす と考 えられ て

お りサ イ コ オ ン コ ロ ジー
（精神腫瘍学）や 緩和医療

学に お け る重要な研究領域の　つ 、，　
・
般的に は 「こ

こ ろと免疫 の 心身相関」を意昧す る、、
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